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へ　　　　V　　　　　　Speci負ef　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　Place
さらに，場所副詞は，点としての場所をあらわす位置懸1詞と，方向をあらわす方向調罰とに区分
される。方向副詞は，働㈲であきらかなように，動詞の下位区分に関与し，否定の領域の外には
出られない。いいかえれば，文指定辞にはなりえない副詞である。
　（58）（i）　He　didn’t　walk　across　the　park・
　　　　（誼）　＊Across　the　park　he　didn’t　wa王k．（Quirk　et　al　1972：479）
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　（59）　（i）　　The　soldiers　didn’t　march　toward　the　fort．
　　　　　（ii）　＊Toward　t　ze　fort　the　soldiers　didn，t　march．（Quirk　et　al　1972：479）
2．3．　場所副詞の移動
　場所副詞の移動については時謝詞と同じことがいえる。つまり，場所副詞は，それを支配する
上位の節点から外に出ない隈り，原則として移動できる。それに違反したときは，非文法的な文
や，文法的ではあるがあいまいな文や意味のちがった文を作りだすことになる。上記の条件に違
反しなくとも，いろいろ生起上の規則があるがそれについては実際のデータについて調査した結
果をあげておこう。まず，位置副詞については㈹のような数字がえられた。
（60）＃　50　NP　Φ　Aux　φ　V　2　X　l90　＃
　時副詞の場合と対照するとあきらかであるが，分布が文尾，文頭にかたよっている。動詞の後
でXの前，つまり，文尾でない位置の生起は㈱のように，特別の場合で，場所副詞を文尾に持っ
てくるにはXが長すぎる，また，意味の変化が生じるなどの理由によるものである。
（61）（i）　　Yet　they　do　see　on　the（lis　tαnt　shore　line（）f、America　semething　ihat　many
　　　　　　　Americans　take　for　granted，　or　even　forget　they　possess－freed◎m．（ll］）
　　　（li）　Ahigh－ranking　CIA　o鐙cer　named　Desmond　Fitzgerald　was　meeting　in　Pα　7’　is　with
　　　　　　aCub　an　secret　agent．（T）
　方向酬詞については，（62＞のような生起数が記録された。方向翻詞はVPに支配される副詞である
から，本来，VPの外には出られないのであるが，文頭にあらわれる例が三例あった。しかし，
綱にあげたごとく，文頭の方向副詞は位置劇詞的意味あいを多分にもっているといえる。
（62）＃　3　NP　N　Aux　φ　X　118　＃
（63）　（i）　　Though　his　trip　ab　road　reaffirmed癒e　Asian　i慧itiative　undertake勲by癒e　previous
　　　　　Labor　gove磁me譲，　in　almost　eyeリノother　direction　Fraser　has　served韮otice　tha亀he
　　　　　intends　to　reshape　the　foreign　policies　of　his　predecessor，　Gough　Whitlam．（T）
　　　　（ii）　　Farther　down　the／Vew　England　cost，　perhaps　the烈atioゴs　longest　and　oldest　July　4
　　　　　birthday　party　w撮take　place　in　Bristol，　R．1．（T）
　最後に，二つの場所副詞が一つの文中にあらわれる場合に言及しておこう。
（64）（i）　」n　Genuany，　there・have・been・r・de・s・in・Ditsseld・rf　and　r・ck　c・ncert・in・Berlin．（T）
　　　（五）　＊∫n1）itsseldori　there　have　been　rodeos　in　Genuanアand　rock　concert　in　Berlin．
　　　（iii）There　have　been　rodeos伽Da∬θ1doげand　rock　concer伽βε勘∫ησε’糀α剛．
　翻をみれば，位置副詞については，時点副詞と同じことがいえる。つまり，意味的範囲の広い
方が構造上外側をしめる。文頭の位置が構造上一番外側で，文尾がそれにっつく。
（65）　（i）　　Some　of　the　ch丑dren　are　walking　to　the　lake　in　the　park．
　　　（慧）　In　the　park　some　of　the　chlldren　are　waiking　to　the　lake．
　　　（ii重）＊To　the　lake　s◎rae　of魚e　chlldreR　are　wa至king加tlie　park、（Quifk　et　al　1972・475）
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㈹では位置副詞と方向副詞とが共存しているが，この場合は，位置副詞の方が構造上外側にく
ることがわかる。（65iii）を葬文法的であるというのはいいすぎで，正確にいえば，「文法的ではあ
るがふつうでない」ということになろう。ある
う反応を示した。
native　speakerはV詩的な」ひびきがあるとい
3．時副詞と場所副詞との関係
　時副詞と場所副詞について同じ手順で分析を試みてきたのであるが，最後に，両者の関係につ
いて考察してみよう。蒔副詞と場所副詞のどちらが構造の外側（または内側）の位置をしめるか
は，共起馴製上では積極的に決めることはできない。しかし，文指定辞としての時副詞，場所劇
詞の場合，時副詞と時制とは一つの組をなすが，その組と場所副詞とは構造上のレベルがちがう
ということは注意されねばならない。それはさておき，表層上の爾者の動きをみてみると，時副
詞よりも場所副詞の方が構造上内側であると思われる根拠がある。その根拠の第一は，㈹㈲に
みられるごとく，場所副詞の方が時副詞よりも名詞性が強いということである。
　（66）（i）　John　sleeps　on　this　sofa．
　　　（ii）　This・s◎fa　is　slept　oa　by　John．
　　　（iti）［Elhis　is　the　sofa　John　sleeps　on．
　（67）（i）　　John　sleeps　on　M◎nday　morning．
　　　　　（誼）　＊Monday　morning　is　slept　on　by　John．
　　　　　（iii）　＊This　is　the　Monday　morn短g　John　slee茎）s　on．（Seuren　1969：IOO）
第二に，表層構造上，場所副詞と時副詞とが共存するときは，時瑚詞の方が構造上外側の位置を
しめるということがある。筆者が調べた資料ではつぎのような分布がみられた。右端の数字は生
起数である。
（68＞
（i）
（ii）
（iii）
（iv）
（v）
（vi）
文　頭
時副詞
場所副詞
時副調・場所副詞
場所副詞・時副詞
文　尾
場所副詞
時副詞
場所副詞・時副詞
時副詞・場所副詞
生起数
　26
　　1
　38
　17
　　1
　2
（68i）（68　ii）から上記の結論がえられる。（68iii）（68iv）からは，文尾の場合，時副詞の方が
場所副詞の内側にくることがかなりあることがわかるが，生起数をみれば，これも上記の結論を
支持しているといえる。（68v）（68vi）は文頭の例であるが，資料が少ないために，この事実は
上記の結論を否定も肯定もしない。しかし，二種の副詞が連続して文頭にあらわれるのは，文尾
の場合よりは，はるかにまれであるといえよう。
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　以上の観点から，時副詞と場所副詞の網対的関係を共起上から決定することはできないが，表
層上の動きをみることによって，場所副調の方が時翻詞より構造上内側の位置をしめるといえる。
結論として（69）をあげておこう。
（69） 　　　　　　　S
　Specifier
へTns　　　TIME
　　　　S
へSpecifier　　　　　　　　SPLACE △NP　　　　VP
　　　V　　　　　　Specifier　　　　Specifier
Place Time
4．あとがき
　これまでの議論をかんたんにまとめておこう。
対　　象：英語の時副詞と場所翻詞
　問題点：（1）基底構造における爾副詞の地位
　　　　　　（ii）表層構造における爾醐詞の移動の条件
　　　　　　（iii）（IXii＞を根拠にした両副詞の下位区分
　分析方法：（i）基底構造面では統語上の共起制限を中心として
　　　　　　（li）表層構造面では実際の資料上の生起にもとついて
結 論：（i）基底構造での両醐調の位践は（69）で与えられる。
　　（ii）表層構造における澗副詞の移動の条件はつぎのとうり。
　　　　（a＞問題の副詞はそれを直接支配する上位の節点の外にでない限り，問じ意昧
　　　　　　を維持しながら，原則として，移動できる。
　　　　（b）（a＞の条件をみたしていても，生起上，副詞によリパタンがあり，これは数
　　　　　字で表現をせざるをえないような性質のものである。
　　　　（c）（a）の条件に反するときは，非文法的な文になったり，文法的であっても，
　　　　　　意味のちがう文やあいまいな文になる。
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　　　　　　（1］．1）濁副詞は以下のように下位区分される。
　　　　　　　　　　　　　　　TIM・　　鵬（器認司副詞
　　　　　　　　時副詞
　　　　　　　　　　　　　　　。、me　　鵬欄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛頻賄，，＿、構1、」
　　　　　　　一に謹　一灘瓢∵
残された問題
　　　　　　（の　本稿の議論の中で，文頭の位置にくる項臨は，「動詞と共起制限を持たず，ま
　　　　　　　　　　た，否定の領域にも入っていない」という記述がしばしばでてくるが，この
　　　　　　　　　　現象は時劇詞，場所綱詞に限ったことではなく，もっと広い観点から，文頸
　　　　　　　　　　の位麗についての特殊性を検討してみる必要がある。
　　　　　　（ii）（1＞にも関連するが，しばしば幣いてきた「否定の領域ゴについては，大きな
　　　　　　　　　　問題であるので稿を改ためねばならない。
　　　　　　（ili）爾副詞の表層上の動きについては，雑誌TiMEを耀いて調べたのであるが，
　　　　　　　　　　強調，対照，その他文体上の問題がからんでくるので，より広い範囲から資
　　　　　　　　　　料を集め，文体上のテーマとして考察することができよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1976滋群9ノ彗10日）
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